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鶴
子
銀
山
は
、
越
後
国
の
商
人
で
あ
っ

た
外
山
茂
右
衛
門
が
、
佐
渡
に
渡
海
し
た

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
に
発
見
し
た
と

さ
れ
て
お
り
、
砂
金
山
を
除
く
と
佐
渡
島

で
鉱
山
採
掘
が
行
わ
れ
た
銀
山
の
中
で
最

も
歴
史
が
古
い
鉱
山
で
す
。

　

石
見
銀
山
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
坑
道
掘
り
（
横
相
）
と
灰
吹
法
と
呼

ば
れ
る
鉱
山
技
術
に
よ
っ
て
、
鶴
子
間
歩

や
百
枚
間
歩
な
ど
の
諸
間
歩
で
は
、
銀
の

産
出
量
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、「
鶴
子
千

軒
」
と
呼
ば
れ
る
繁
栄
期
を
迎
え
ま
し
た
。　

こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
慶
長
元

（
１
５
９
６
）
年
以
降
、
鶴
子
の
奥
山
と

呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
、
相
川
金
銀
山

の
開
発
も
容
易
な
も
の
と
し
、
慶
長
６

（
１
６
０
１
）
年
、
鶴
子
銀
山
の
山
師
た

ち
に
よ
っ
て
良
質
の
金
銀
鉱
脈
が
相
川
で

発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
佐
渡
は
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年
に
佐
渡
代
官

に
着
任
し
た
大
久
保
長
安
は
、
鶴
子
に

あ
っ
た
陣
屋
を
相
川
に
移
し
、
相
川
の
道

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
鶴
子
の
町
や
寺
院

な
ど
も
相
川
に
移
転
し
、
金
銀
山
採
掘
の

中
心
地
は
次
第
に
相
川
へ
と
移
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
業
観
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部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

構
成
資
産
を
知
る（
そ
の
二
）　
鶴
子
銀
山

日本版観光ＤＭＯ「佐渡観光交流機構」からのお知らせ

佐渡を日本一の観光地にするために
　佐渡の観光客は平成３年の 123 万人をピークに年々減り続け、近年は 50万人くらいに減少しています。
　佐渡を日本一の観光地にするために、まずは島内外の「情報」を収集し、また、少しでも観光客数を回
復するために、2030 年までに、島外、特に関東圏の佐渡に来れなくても佐渡を意識し、佐渡を薦めてく
れるお客さま、関係人口 100 万人を目指します。
　佐渡の文化、歴史、その風土から生まれた先
人の知恵や地域の声を活かし、佐渡全体を観光
地として経営する視点を持って、明るい未来を
創造し、観光という既存の概念だけではない、
地域の利益のためのプラットフォームとなる活
動をしていきます。
　また、島内の皆さまに観光交流機構の活動へ
の関心や観光への意識をもっていただくために、
佐渡の資源を掘り起こし、地域にとっての価値
を高めることを約束します。
　随時、活動内容をホームページ「佐渡観光ナ
ビ」で掲載しますので、ぜひご覧いただき、皆
さまのご意見をお待ちしています。

滝つぼ部分に抗口が残される大滝間歩跡

石井文海作「屏風沢銀山絵図」
（市教育委員会蔵）
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出典：新潟県　佐渡観光客入込数（平成23年度まで）
※平成24年度以後は推計値　

単位：万人

佐渡の観光入込客数の推移

平成３年度 123万人

平成28年度 50万人

一般社団法人佐渡観光交流機構（事業本部）
　（あいぽーと佐渡内）　☎２３―５２３０
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